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第７次高浜市総合パブリックコメント実施状況 

令和４年度第７次高浜市総合計画に対する意見及び回答（案） 
 

１ パブリックコメント実施状況 

 (１) 意見の提出期間 令和 4 年 9 月 22 日（木）～10 月 21 日（金） 

 (２) 意見件数 １６件（人数５名〔内訳：意見提出箱０名、直接 3 名、Web1 名、郵送 0 名、ファクス 0 名、E メール１名〕） 

 (３) 意見対応 ①修正します（意見に基づいて、原案を修正したもの）      ：  2 件 

         ②原案どおりとします（意見を検討したが、原案どおりとしたもの）：  1 件 

         ③意見として承ります（原案の内容以外の意見を承ったもの）   ： 11 件  

         ④その他（感想やご質問など）                  ：  2 件 
 

２ 意見と意見に対する回答（案） 

素案ページ数 意見箇所 意見 回答（案） 対応 

11ページ １目指すまち

の姿－将来都

市像と基本目

標― 

ＩＴ化も良いですが、お年寄りもいる為、対

面、対話を忘れないでください。  

【総合政策G】 

第７次総合計画では、多くの人が出会い、つなが

り合うことで“おたがいさま”がつながるあたたか

いまちをつくっていきたいとしています。その人に

合ったつながり方でつながっていきたいと考えて

いますので、すべてをＩＴ化するということではな

く、対面・対話も大切にし、施策を進めていきます。 

③意見として

承ります 

11ページ 基本目標１．

手を取り合っ

てみんなでま

ちをつくろう 

市の貢献を知らないので、気づく様に助け合

いのまち作りが目的だと思いますが、その為に

は高浜市住民としてどれだけ助けられている

か？他の都市と比較して、何が素晴らしいか？

を広める必要があります。助けられていること

に感謝に気持ちが生じれば、色々なことに参加

したり、助けることに繋がると思います。 

【総合政策Ｇ】 

せっかく多くの事業を実施していても市民の皆

様に知られていなければ、意味がありません。 

第７次総合計画では市民の皆様一人ひとりも、市

と一緒に情報を発信していける風土と仕組みを構

築していきます。 

③意見として

承ります 
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19ページ ７行目から１

２行目 

高浜市からジブリパーク見学 

横転しない水陸両用バス。高浜市の観光とジ

ブリパーク見学、三州瓦工場見学、おみやげに

瓦せんべいや鬼瓦工場見学ジブリの三州瓦まっ

くろくろすけのキーホルダーの高浜市での販

売。 

ＩＴ化もいいですが、お年寄りも居るため、

対面、対話も忘れずに 

【経済環境G】 

具体的な施策は個別計画で検討していきます。 

④その他（感

想やご質問な

ど） 

23ページ 目標（１）協

働推進 

少し強制的な感じがします。住民全員がまち

のことに関心を持ち、参加すべきだ的なイメー

ジ。生きるのに精一杯の人、他に重要なことが

あり、それを通じて社会に貢献している人、色々

な人がいるので、基本は興味を持ってくれる人

で進める。興味を持ってくれる人をどう動機付

け、活動し易くするかが課題、但し、これにつ

いては計画に記載済。ゆるやかには非常に重要。

その上で高浜市の活動に興味を持ってくれる人

をどう増やすか？自然に巻き込む機会を多く作

って、その後に興味を持って貰うのか？ 例：

学校の教育で親（30，40代又は家族）と一緒

に住みたい高浜を考える。その為に自分が出来

ることをやってみよう。親の世代が興味を持つ。

コラボ対象を高校や大学生とするとその生徒の

20代の時に興味を持つかも？ 

【総合政策Ｇ】 

市としては、なるべく多くの方にまちのことに関

心を持っていただき、要望するだけではなく、まち

の課題を自分ごとと捉え、課題の解決に対して、自

分ができる範囲で、できることに取り組んでいただ

き、一緒によりよいまちをつくっていきたいと考え

ています。 

そのためには、ご意見いただきましたように、ど

のように興味・関心を持っていただき、無理のない

範囲でゆるやかに関わり続けていただくためには

どうしたらよいかということが重要と考えていま

す。いただきましたご意見は施策推進の参考にさせ

ていただきます。 

③意見として

承ります 
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26ページ 目標（２）多

文化共生 

高浜市は国別の協議会（又はチーム）を作っ

ていませんか？そのチームに基本的なこと（言

葉や基本的なルール）を教えたり、要望を聞い

たりした方がチーム内での助け合いや支援の横

展開が図りやすい。基本が出来てからは他の住

民と同じ対応でも良いのでは？ 

【総合政策Ｇ】 

国別の協議会等について、県人会のようなイメー

ジかと思いますが、市としては現在、把握していま

せんが、今後、必要に応じて調査等を行っていきま

す。 

また、ご意見のようなキーとなる団体や個人を中

心に取組みを展開できると、より効果的と考えてい

ますので、今後の施策推進の参考にさせていただき

ます。 

③意見として

承ります 

32ページ 目標（４）情

報発信・シテ

ィプロモーシ

ョン 

高浜市のＨＰに住民に貢献していること（地

域活動含む）が一覧で判り易く、特に他市との差

別化になることは目に付く様に記載。閲覧者が

当たり前と思うことは簡単に驚くことは判り易

く、ボランティアの様な市の費用が少ないもの

も上手にアピール。 

市のＨＰは判らないので、使いづらい。ＤＸ

化や情報発信は非常に重要ですので、判り易く・

使い易くしてほしい。デジタルで出来ることを

知らない人が多いのでは？それにはどう伝える

か？知ってもやり方が判らない？又は失敗した

等を少なくする様な判り易い説明をどうする

か？ 

【総合政策Ｇ】 

ホームページを含む情報発信全般について、より

分かりやすく、そして確実に知っていてほしい情報

が届くよう、発信内容や発信方法を改善していきま

す。 

また、市だけでは発信に限界もあります。発信す

るのは市だけということではなく、市民の皆様一人

ひとりも、できる範囲の中で一緒に発信にご協力い

ただける仕組みや風土を構築していきたいと考え

ています。 

③意見として

承ります 

32ページ 目標（４）情

報発信・シテ

住民が必要な手続き時に情報連絡で必要との

説明で同意の上、その場で HP や LINE 登録を

【総合政策Ｇ】 

具体的な施策推進の際の参考とさせていただき

③意見として

承ります 



資料１ 

4 

 

ィプロモーシ

ョン 

しては？例：住所変更等の住民登録時、入学式手

続きに子供と両親（出来れば家族も） 

ます。 

39ページ 目標（６）学

校教育 

「目指す姿にどれだけ近づいたかをはかるま

ちづくり指標」の２つ目で、「友達と協力した場

面があった」児童生徒の割合とありますが、必

ずしも友達だけではなく、他のいろいろなクラ

スメイトや活動を一緒にしている子とも協力す

る場面があると思います。友達に限定するので

はなく、もっと広い意味にした方が良いのでは

ないでしょうか？ 

【学校経営Ｇ】 

ご意見にありますように共有する時間自体が楽

しい存在の「友達」だけでなく、同じ目的を共有す

る存在の「仲間」と協力する場面が学校教育には多

くあります。そのため、２つ目の指標を「仲間と協

力した場面があった」に修正します。 

①修正します 

41ページ 目標（７）生

涯学習・文化・

スポーツ 

在宅勤務の拡大で家では部屋数が少ない為、

勤務し難い。という家庭も増えています。 

 いきいき広場への図書移転時に在宅勤務のワ

ークスペースや学生の勉強、生涯学習の勉強ス

ペースを作れたら良いのでは？と考えていま

す。もし、良ければ検討頂きたく。 

【文化スポーツＧ】 

令和 5 年度より高浜市やきものの里かわら美術

館・図書館のサービスポイントとして、高浜市いき

いき広場内に図書・情報スペースを設置予定です。

その際、学習室としての活用を検討している居室に

Wi-Fi を設置します。まちの中心地であり駅からも

近い、そして（平日のみ）夜８時まで運営（図書・

情報スペース）するといった利便性を活かした運営

を目指していきます。 

④その他（感

想やご質問な

ど） 

46ページ 目標（９）産

業 

産業振興はその地域住民の経済基盤の支えと

なり、非常に重要な政策。施策が既存企業の守

りが中心で新たな産業を作る施策は少ない。社

会構造変化で瓦が大きく伸びることは難しい。 

その社会構造変化を見据えた新規産業を興す

施策が必要。昔からの業界の企業誘致の時代で

【経済環境Ｇ】 

新規産業支援や起業促進（支援）については、「こ

んなことに取り組みます」の「企業活動が活発にな

るための取組を進めます。」の一つ目に記載してい

ます。 

これまでの取組として、起業支援については、産

③意見として

承ります 
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はなく、起業を促す時代、誘致するにしても振

興産業になる。自動化を始めとした制御分野は

拡大するので、ソフトウェア等のプログラマー

は大量に必要。企業内でも増加するが、ソフト

会社の需要は高い。又、ソフト開発は在宅でも

可能で働き方、雇用形態も幅広い。例えば、これ

らソフト会社が起業し易い施策を考える。 

カーボンニュートラル関係は産業の仕組み（特

にエネルギー供給の仕組み）を変える第 5次産

業革命ともいわれ、欧米始め、地産地消の時代

になっている。太陽光発電を始めとした再エネ

は発電量が小さく、電力輸送の減少を避ける為

に発電場所の周辺での使用が主流になってい

る。事業所や家庭での発電は自家消費の上、余

剰があれば、地域内需要に使用。地域で電力ネ

ットワークを構築する傾向にある。高浜だけで

難しいなら碧南（太陽光、風力のポテンシャル

高い）との連携も含めて可能性有り。ＺＥＨ、Ｚ

ＥＢ等の家庭やビルのカーボンゼロ化では太陽

光発電、充電器、各種センサーやコントローラ、

ＥＶ等が必要な上、その連携とコントロールも

必要となる。新たな産業が必要である。 

この分野は新規分野なので、大手ハウスメーカ

業競争力強化法に基づき「創業支援等事業計画」を

策定しています。また、高浜市商工会と連携して「た

かはま経営塾」など起業を考えている方向けの施策

を行っています。 

今後も引き続き起業支援を行っていくとともに、

環境変化に適応するための企業支援のあり方を検

討します。 
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ーに取られるのではなく、工務店連合で受注す

れば、大手のマージン分は安く提供でき、競争

力がある。屋根技研や高浜電工等を中心にシス

テム受注して制御ソフトや各種機器製造、配電

工事等を高浜市内の事業者で対応したい。事業

者によっては業態変革による生き残りになる。 

現在は国の補助金も色々あるので、その補助金

をベースに市の支援も加え、推進。このような

検討チームを青年会議所等に作れないか？ 

計画に新規産業支援や起業促進（支援）等の

施策を追加してほしい。 

49ページ 目標（１０）

環境 

カーボンニュートラル（脱炭素化社会）の認

識が違っていますので説明します。 

地球の気候変動に影響を与えるガスを温室効

果ガスといいます。この温室効果ガスを人類が

人工的に大量発生させた為に気候変動が発生

し、人類が住めない地球になっていきます。 

 それを抑止して、人類が住み続けられる地球

にする為に温室効果ガスの人工的発生をゼロに

する。できない部分は温室効果ガスを吸収（基

準年の吸収を上回る分が吸収としてカウント）

して、トータルでゼロにする内容です。 

 削減対象は温室効果ガスです。環境負荷とは

【経済環境Ｇ】 

➀「環境負荷について」 

環境負荷には、温室効果ガスも一つの大きな要因

となっています。計画内では広く理解しやすいよう

に環境負荷という言葉で表現しています。 

②「省エネについて」 

P50 「こんなことに取り組みます」 

■環境負荷の少ないまちをつくります。 

２番目を 

・再生可能エネルギーやエコカーの導入・省エネル

ギーの推進等、地域全体で脱炭素化の取り組みが進

むよう市民や事業者に働きかけます。 

に修正します。 

①修正します 
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環境に悪影響を与えるもので範囲は広く、廃棄

物や公害だけでなく、土地開発や戦争、人口増

加、地震、火山等も含まれます。環境負荷の一

部に温室効果ガスも含まれます。 

 現在はエネルギー生成時に温室効果ガスが発

生する為、エネルギーが必要なもの全ての削減

が温室効果ガス削減に繋がり、製造されるもの

全ての削減は対象になります。 

 カーボンニュートラルは製造されるもの/エ

ネルギーを使うもの全ての削減、製造時の省エ

ネでの削減、エネルギー源の変更（化石燃料か

ら自然エネルギー：再エネへの変更）、温室効果

ガスの吸収が対策になります。 

 リユース、リサイクル（製造するモノ減）等

の循環型社会、ゴミ減少（焼却時の温室効果ガ

ス減少）はカーボンニュートラルの施策の一部

でもあります。（環境の中にカーボンニュートラ

ルは含まれるので、カーボンニュートラルの全

施策は環境施策でもあります。） 

 製品をリユース可能な設計にしたり、構成部

品や材料をリサイクル可能な仕様にするのはゴ

ミ削減ではなく、脱炭素化の目標達成の為です。

（脱炭素化の目標が厳しく、多少コストが掛か

➂「ひとりでできる省エネについて」及び「花を植

えよう」については、市民会議で検討したものであ

ります。いただきました意見は今後、市民会議で「市

民ひとり一人ができること」を実践、またはさらな

る取組みを検討する際に参考にさせていただきま

す。 
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ってもリユース、リサイクルを目指す。） 

 リユース、リサイクル（製造するモノ減）等

の循環型社会への変換と省エネで温室効果ガス

半減を狙っており、欧州では循環型社会への変

換はカーボンニュートラル施策です。 

 欧州等の世界の一般認識としては脱炭素化社

会実現の為に循環型社会へ変わったり、エネル

ギー源の変換等の産業構造を変える大きな取組

みでここに経済成長のネタが多くある。脱炭素

化は成長の機会としてチャンス到来と捉えてい

る。高浜市でも捉え方を変えて成長に役立てた

い。 

＜お願い事項＞ 

・ この内容なら環境負荷の言葉を使わないで

下さい。 

・ 温室効果ガス削減に省エネも追加、省エネと

再生可能エネルギーとエコカー 

・ ひとりでできることに｢省エネ（適正温度の

空調、こまめな消灯、断熱等）｣追加 

・ 美化の意味での｢花を植えよう｣は良いが温

室効果ガス削減が目的なら効果は少ないの

で、他の対策に変えたい。 

52ページ 目標（１1）福 子育ての指標に待機児童数がありましたが、 【介護障がいＧ】 ③意見として
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祉 今後は高齢者の受入は増加傾向にあると思いま

す。それを考えると待機高齢者数の指標も必要

では？今回の計画へは難しい場合は市役所の内

部ではデータ管理し、対応策を検討の上、後期

計画には織り込んで頂きたく。 

高齢者向けの施設の待機者数と関係がある、介護

保険施設等の定員数については、高浜市介護保険事

業計画において計画しています。 

要介護者は、自宅での介護を望んでいる方が多い

ことから、本市では施設ではなくできる限り在宅介

護を選択できるよう支援の充実を図っています。ま

た、在宅サービスと施設サービスのバランスやそれ

らの需要の動向を見て計画値を定めているため、高

齢者向けの施設の待機者数のみを指標として記載

することは考えていません。 

承ります 

６５ページ １行目から 市民全員活動とする為に公園に設置されてあ

る放送設備の活用をできないか。 

または、別の広報について案あれば。ＳＮＳ、

Youtube。 

【総合政策Ｇ】 

より多くの市民の方々に活動に関わっていただ

くためには、まずは知っていただくことが重要で

す。 

いただきましたご意見は、施策推進の参考とさせ

ていただきます。 

③意見として

承ります 

該当なし 指標全体 今回は｢住み続けたい人の割合｣と｢生産年齢

人口｣ですね。｢住み続けたい人の割合｣は良いと

思います。経済的豊かさ（物質的豊かさ）の指

標として｢生産年齢人口｣と同程度の指標とし

て、2つ提案します。 

1. 一人当りＧＤＰ（本当は一人当り可処分所

得がいいと思いますがデータ入手難）全国

平均との比較と推移で判断できるのでは？ 

2. 貧困世帯数比率：貧困世帯が少ない程、生活

【総合政策Ｇ】 

第７次総合計画は、想定人口をもとに基本構想を

策定しています。 

ご提案いただきました内容につきましては、個別

事業（アクションプラン）を策定していく際に様々

な分析をしていきますので、その折に参考にさせて

いただきます。 

②原案どおり

とします 
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し易い人が多い。補足資料で貧困世帯への

支援充実度があると救われ感もあり。 

この状況に応じて施策展開頂ければ、表に出

さずに市役所内管理でもいいです。 

該当なし 該当なし これは総合計画には関係ありませんが、環境

変化が激しい現在の社会では新たな重要課題が

益々発生します。その対策を考えると負荷増大

になります。企業でも同じで特に最近は激しい

です。そこでＤＸ他の効率化は勿論ですが、や

める業務の増加や業務の簡易化（質を落とす）

等も重要です。このやめる業務や質を落とすこ

とを上位職制が決断しています。 

目標は各社の状況にもよりますが、事務/技術

では▲30％/2 年の様に大幅に削減し、人員を

部署異動させます。市でも環境変化で業務は増

大していると思いますので、効率化/業務廃止・

簡略化を定量的目標を設定して推進頂きたく。

そこで創出した時間で新たな取組みにチャレン

ジ頂きたく、宜しくお願いします。 

【総合政策Ｇ】 

施策を着実に推進していくための行財政運営の

部分において、いただきましたご意見につきまして

は参考にさせていただきます。 

③意見として

承ります 

該当なし 該当なし 子供 3 人目を出生したら、1000 万円進

呈。50万円を 20年に分割しても良い。 

結婚できない人をなんとかしたいが、とりあ

えず、結婚した人の出生数を 3に近づける。 

財源は土木工事などをなくす。（人口が増えな

【こども育成Ｇ】 

意見として承ります。 

【土木Ｇ】 

土木工事は、産業や市民の生活の基盤を整えるた

めに極めて重要な事業で、道路や橋などの建設・整

③意見として

承ります 
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いからする必要はない） 備・修繕などがございます。そのため、まちづくり

にとって、事業の継続は必要となります。 

 


